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1.学 習者の増加

国 際 交 流 基 金 日本 語 国際 セ ン タ ーの 海 外 日本 語 教 育 機 関 調査 に よれ ば 、 日本語 学 習者 は1990年

の98万 人 が1993年 に は162万 人 にな り、64万 人(65%)の 増 加 に な っ て い る。 学 習 者 が 多 いの は、

韓 国(82万)、 中国(25万)、 オ ース トラ リア(18万)の3力 国 で 、 そ れ に続 い て イ ン ドネ シア 、

台 湾 、 米 国 、 ニ ュー ジ ー ラ ン ド、 タ イ、 ブ ラ ジル 、 カ ナ ダの順 にな って い る。

2.国 家の言語政策

オース トラリアの場合、脱欧入亜思考 と環太平洋の経済発展との関連でアジア語、特に日本語

の学習を奨励 しており、政府の日本語教育政策と教育現場での 日本語のニーズがかち合 うことが

よくある(シ ドニー大学クラーク教授)。

3.初 等 ・中等 教育

海外の日本語学習者162万 人の内、初等 ・中等教育の生徒が109万 人いて、全体の67%を 占めて

いるが、抜 きんでて多いのは韓国で、68万 人が 日本語を学んでいる。韓国の高校では第2外 国語

が選択必修なので、一般高校では、 ドイツ語に次いで 日本語が多 く、実業高校では圧倒的に日本

語履修者が多い(韓 国日語 日文学会 朴 泰会長)。 続いて多いのがオース トラリア(16万)、 中

国(10万)、 インドネシア(6万)、 米国(3万)の 順である。米国で問題 となっているのは、高

校 と大学の接続がないことで、高校で3年 間日本語を学習 しても大学では又初級のクラスに入れ

られてしまう(エ ルク ・グループ高校 ダーネル教諭)。

4.教 師 不足

初等 ・中等教育で日本語を教えている学校が3,600以 上あるが、問題は質量ともに日本語教師

が不足 していることである。各国とも教育予算が厳 しいためなかなか増員採用が難 しいので、他

の科目の現職教師に研修を受けさせて日本語教師にしているところが多い。 タイの場合は、教育

省の依頼 を受けて、国際交流基金バ ンコク日本語センターが現職中等教員を対象に1年 間の日本

語教師養成講座を開設 してお り、英語、フランス語、数学、社会等の現職教師20名が有給休職扱

いで受講 している。彼等は、研修終了後それぞれの所属校に戻 って日本語教師になる。

本来は大学で 日本語を主専攻とした卒業生が高校の日本語教師になるのが一番良いのだが、教

師に比べて民間企業は2～7倍 の給与 を出すので、タイの大学で 日本語主専攻の学生が毎年約

130人 卒業するが、ほとんど日系企業に就職 して しまう。タマサー ト大学の場合、35人 の卒業生
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のうち教師になるのは1名 くらいしかいない。現実に高校で日本語を教えているのは、大学で副

専攻として 日本語を学んだ卒業生で、英語教師を10年勤めた後 日本語を教えるよう求められる場

合 も少なくない(タ マサー ト大学パカティプ助教授)。

5.大 学

大学で 日本語 を学習する学生が多いのは、韓国(12万)、 中国(8万)、 台湾(4万5千)、 米

国(1万7千)、 タイ(1万)で あるが、1990年 と比べた3年 間の増加率をみると、韓国は3.7倍 、

タイは2.1倍 と伸びているが、中国と米国ではほとんど増えていない。現在 も米国のほとんどの

大学で日本語登録者数が横這いかやや減少気味で、もし日本の経済不況が長引けば経済的な学習

動機は益々低下する(プ リンス トン大学 牧野教授)。

6.特 定 目的の 日本語

日本語学習者の大学での専攻分野を見 ると、中国では4万5千(全 体の56%)、 韓国3万5千

(30%)、 米国2千(11%)が 自然科学の学生であることは注 目に値する。米国では科学技術 日

本語の教育がウィスコンシン大学、MIT、 ワシントン大学(シ ア トル)で 導入されてお り、専

門の教材 も開発されている。オース トラリアのシ ドニー大学工学部にも、日本研修を含む実用 日

本語コースがある。また、英国のシェフィール ド大学にも、科学技術日本語の日本学術論文解読

講座がある。

社会科学の分野で日本語を学んでいる大学生が多いのは、やはり韓国(1万8千)、 中国(9千)

だが、それに続いて米国(2,700)、 オース トラリア(1,800)、 タイ(1,600)、 フランス(1,100)

となってお り、オース トラリアのシ ドニー大学にはビジネス日本語の修士課程 もある。英国 ・ロ

ンドン大学の経済学部では、日本経済コースで日本語論文 を読んでお り、米国で も17校でビジネ

ス日本語を教えている。又、豪州国立言語 ・識字研究所が実施する 「旅行業 ・接客業のための 日

本語能力テス ト」、「ツァーガイ ドのための日本語能力テス ト」も1992年 より実施されている。

中国では、単科大学の大連外国語学院等では3年 生から同時通訳が出来る日本語能力の養成を

めざしてお り、韓国外国語大学の通訳大学院には日 ・韓の同時通訳コースがある。

7.教 材

米 国 で はJordenが"JapaneselanguageinstructionintheUnitedStates:Resources,practice

andinvestmentstrategy"(1991)で 日本 語 教 材 の リス トを作 成 して い るが 、4技 能(話 、聴 、読 、

書)が 揃 った 教 材 は少 な い。'特定 目的 の教 材 と して は、 ビ ジ ネ ス 日本 語 で はBusinessJapanese

-aguidetoimprovedcommunicationが よ く使 わ れ て お り、科 学 技 術 日本 語 で は、 ウ ィス コ ン

シ ン大 学 のComprehendingTechnicalJapaneseとBasicTechnicaalJapaneseが あ る 。 ビデ オ

教 材 は国 際 交 流 基 金 が 開 発 した 「ヤ ン さん と 日本 の 人 々」 と 「日本語 教 育 ビデ オ ・シ リー ズ 」 が

よ く使 わ れ て い る(プ リ ンス トン大 学 牧 野 教 授)。

中国 で は上 海外 国語 大 学 の 「日語 」 と北 京 大 学 の 「基礎 日語 」が 主 な教 材 で あ り、テ レ ビで は、

中央 テ レビ大 学 の 「日語 基礎 」 と中 国 中 央 テ レ ビの 「標 準 日本 語 」 が全 国向 け に放 送 され て い る

(孫 前 北 京 大 学 教 授)。
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英 国 の場 合 、大 学 に比 べ て 中等 レベ ル の状 況 は深 刻 で あ る。 教 材 づ く りの 時 間 の確 保 が大 きな

問 題 で あ り、代 わ りの教 師 を雇 う予 算 も ない の で 、結 局JapaneseforBusyPeoPleが 一 番 多 く

使 わ れ て い る。教 材 作 成 プ ロジ ェ ク トの 助 成 制 度 が 必 要 で あ る(ロ ン ドン大 学SOASカ イザ ー

教授)。

8.教 師養成

今回の発表者の報告により、各国の日本語教育の現状が明 らかになったが、 日本語学習者が大

幅に増加 した状況で一番大 きな問題は、日本語教師が質量共に不足 していることである。私 ども

国際交流基金としては、まず、教師養成の機関である主要な大学に日本語教育専門家を長期派遣

する事業により日本語科等の充実に協力 しているが、派遣数を拡大 したい。現職の 日本語教師に

対 しては、できるだけ多 く研修の機会を提供することが重要なので、日本語国際センター 〈浦和)

での研修の招聘数を増加すると共に、海外6カ 所にある日本語センター(ジ ャカルタ、バンコク、

クアラルンプール、シドニー、ロスアンジェルス、サンパ ウロ)に おける教師研修を充実 させた

いo

中等教育については、米国、オース トラリアの一部の州教育省にア ドバイザーを派遣 している

ほか、高校の日本語教育を応援するため米国、オース トラリア、ニュージーランド、英国、 ドイ

ツ、フランスに日本語助手を、タイ、インドネシアには日本語青年教師を派遣 している。

又、各国の教育省や 日本語教師会等が主催する日本語教師のための集中研修会に、日本から講

師陣を派遣 して巡回指導を行っているが、今後益々事業の拡充が必要であることを痛感 している。
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